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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 33,382 5.3 2,083 37.5 2,272 38.5 1,600 0.9
2024年３月期第１四半期 31,706 △0.5 1,515 21.0 1,640 4.5 1,586 35.4

(注) 包括利益 2025年３月期第１四半期 2,657百万円( 2.7％) 2024年３月期第１四半期 2,587百万円( △2.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 95.98 95.75
2024年３月期第１四半期 93.05 92.84

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第１四半期 165,028 120,565 71.9 7,114.32
2024年３月期 161,971 120,467 73.2 7,112.73

(参考) 自己資本 2025年３月期第１四半期 118,665百万円 2024年３月期 118,642百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 153.00 153.00
2025年３月期 －
2025年３月期(予想) － － 157.00 157.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 5.4 9,000 32.8 9,000 32.9 7,500 46.8 449.64

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 17,293,516株 2024年３月期 17,293,516株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 613,644株 2024年３月期 613,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 16,680,041株 2024年３月期１Ｑ 17,048,701株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1.当四半期決算に関する定

性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（当四半期の経営成績）

当第１四半期連結累計期間（2024年４月１日～2024年６月30日）における日本経済は、景況感の改

善や、所得向上に向けた動きなどにより、景気は緩やかな回復基調となりました。一方で、原材料価

格に加え人件費や物流コストの高騰に伴う物価上昇や、急激な為替変動及び世界的な政情不安など、

先行き不透明な状況が継続しております。このような事業環境のもと、当社グループでは、中期経営

計画「VISION 2030 stage1」の最終年度にあたり、引き続き「新たな価値の創出」「資本コスト重視

の経営」「企業体質の進化」「環境に配慮した経営」の４つの基本戦略への取り組みを進めました。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は以下のとおりであります。

売上高 33,382百万円 （前年同期比 5.3％増）

営業利益 2,083百万円 （前年同期比 37.5％増）

経常利益 2,272百万円 （前年同期比 38.5％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,600百万円 （前年同期比 0.9％増）

売上高は、素材関連が回復傾向にある機能ソリューション事業、新製品及び中国向けが拡大したメ

ディカル事業が堅調に推移し、増収となりました。営業利益、経常利益は、機能ソリューション事

業、メディカル事業の利益拡大、及びスポーツクラブ分野の構造改革等により、増益となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益の減少等により微増益となりまし

た。

（セグメント別の概況）

＜機能ソリューション事業＞

機能ソリューション事業の売上高は12,650百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は1,665百万

円（前年同期比17.0％増）となりました。

[主要な変動要因]

・プラスチックフィルムは、海外では需要停滞
の影響を受けましたが、国内は堅調に推移し
ました。

・エンジニアリングプラスチックスは、OA機器
向けの市況回復に加えて、半導体向けが堅調
に推移しました。

＜メディカル事業＞

メディカル事業の売上高は3,109百万円（前年同期比28.5％増）、営業利益は594百万円（前年同期

比28.2％増）となりました。

[主要な変動要因]

・国内は、癒着防止材など新製品の市場浸透が
進みました。

・組織補強材を中心に、中国向けが伸長しまし
た。
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＜アパレル事業＞

アパレル事業の売上高は14,795百万円（前年同期比1.5％増）、営業利益は為替の影響を受けまし

たが、事業構造改革効果等により、563百万円（前年同期比64.0％増）となりました。

[主要な変動要因]

・アパレル事業全体では、年間商品が停滞も、
シーズン商品が順調に推移しました。

・EC・直営店のDtoCルートが引き続き堅調に推
移しました。

＜ライフクリエイト事業＞

ライフクリエイト事業の売上高は3,024百万円（前年同期比15.0％減）、営業利益は150百万円（前

年同期比13.0％減）となりました。

[主要な変動要因]

・不動産関連は、前期の遊休地再開発プロジェ
クト売上影響やショッピングセンターの償却
負担増加等により、減収減益となりました。

・スポーツクラブは、不採算店舗の見直しによ
り、売上は減少しましたが、損益は改善しま
した。

（２）財政状態に関する説明

総資産は165,028百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,057百万円増加しました。主な増加要

因は、有形固定資産その他（純額）の増加2,111百万円(建設仮勘定等)、商品及び製品の増加749百

万円であります。

負債は44,463百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,959百万円増加しました。主な増加要因

は、コマーシャル・ペーパーを含む長短借入金の増加4,007百万円であり、主な減少要因は、賞与

引当金の減少844百万円であります。

純資産は120,565百万円となり、前連結会計年度末に比べ98百万円増加しました。主な増加要因

は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加1,600百万円、為替換算調整勘定の増加

1,117百万円であり、主な減少要因は、配当による減少2,552百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績が概ね想定の範囲

内で推移していることから、2024年５月14日に公表した通期業績予想からの変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,818 11,308

受取手形、売掛金及び契約資産 27,588 27,365

商品及び製品 24,706 25,456

仕掛品 7,425 7,751

原材料及び貯蔵品 6,026 6,324

その他 4,245 4,129

貸倒引当金 △13 △13

流動資産合計 80,796 82,322

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 36,191 35,955

機械装置及び運搬具（純額） 13,601 13,366

土地 10,479 10,509

その他（純額） 3,325 5,436

有形固定資産合計 63,597 65,268

無形固定資産 1,928 1,846

投資その他の資産

投資有価証券 6,833 6,525

その他 8,884 9,108

貸倒引当金 △69 △43

投資その他の資産合計 15,648 15,590

固定資産合計 81,174 82,706

資産合計 161,971 165,028
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,286 8,547

短期借入金 252 457

コマーシャル・ペーパー - 4,200

1年内返済予定の長期借入金 462 491

未払法人税等 1,357 810

賞与引当金 1,405 560

事業構造改善引当金 1,783 1,603

その他 11,342 11,591

流動負債合計 24,890 28,262

固定負債

長期借入金 8,230 7,805

退職給付に係る負債 3,937 3,920

長期預り敷金保証金 3,986 4,018

その他 458 456

固定負債合計 16,613 16,200

負債合計 41,503 44,463

純資産の部

株主資本

資本金 26,071 26,071

資本剰余金 6,565 6,565

利益剰余金 81,576 80,624

自己株式 △2,974 △2,976

株主資本合計 111,239 110,285

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,438 2,267

繰延ヘッジ損益 156 221

土地再評価差額金 △13 △13

為替換算調整勘定 4,118 5,236

退職給付に係る調整累計額 702 667

その他の包括利益累計額合計 7,403 8,380

新株予約権 124 124

非支配株主持分 1,700 1,775

純資産合計 120,467 120,565

負債純資産合計 161,971 165,028
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上高 31,706 33,382

売上原価 21,708 22,636

売上総利益 9,997 10,745

販売費及び一般管理費 8,482 8,662

営業利益 1,515 2,083

営業外収益

受取利息 18 8

受取配当金 218 135

固定資産賃貸料 146 168

為替差益 35 70

その他 36 46

営業外収益合計 456 429

営業外費用

支払利息 94 22

固定資産賃貸費用 140 161

その他 95 55

営業外費用合計 330 239

経常利益 1,640 2,272

特別利益

固定資産売却益 3 0

投資有価証券売却益 657 144

特別利益合計 661 145

特別損失

固定資産除売却損 49 48

特別損失合計 49 48

税金等調整前四半期純利益 2,252 2,369

法人税等 646 726

四半期純利益 1,606 1,642

非支配株主に帰属する四半期純利益 20 41

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,586 1,600
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期純利益 1,606 1,642

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 462 △171

繰延ヘッジ損益 253 65

為替換算調整勘定 254 1,155

退職給付に係る調整額 11 △34

その他の包括利益合計 981 1,014

四半期包括利益 2,587 2,657

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,537 2,577

非支配株主に係る四半期包括利益 49 79
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

機能ソリュ
ーション
事業

メディカル
事業

アパレル
事業

ライフ
クリエイト

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 11,190 2,420 14,550 3,545 31,706 － 31,706

セグメント間の内部
売上高又は振替高

136 0 32 12 182 △182 －

計 11,326 2,420 14,583 3,557 31,888 △182 31,706

セグメント利益 1,423 463 343 172 2,403 △888 1,515

(注)１ セグメント利益の調整額△888百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、当該費用は報
告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

機能ソリュ
ーション
事業

メディカル
事業

アパレル
事業

ライフ
クリエイト

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 12,493 3,109 14,763 3,015 33,382 － 33,382

セグメント間の内部
売上高又は振替高

156 － 31 9 198 △198 －

計 12,650 3,109 14,795 3,024 33,580 △198 33,382

セグメント利益 1,665 594 563 150 2,973 △890 2,083

(注)１ セグメント利益の調整額△890百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、当該費用は報
告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

減価償却費 1,486百万円 1,673百万円

のれんの償却額 26 11

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月１日

グンゼ株式会社

取締役会 御中

協立監査法人

大阪事務所

代表社員
業務執行社員

公認会計士 朝 田 潔

業務執行社員 公認会計士 手 島 達 哉

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているグンゼ株式会社の2024年４月１日から2025年３月31

日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累計

期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


